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一　

は
じ
め
に

『
伽
婢
子
』
巻
六
の
一
「
伊
勢
兵
庫
仙
境
に
到
る
」
は
、
南
海
の

離
島
「
滄
浪
の
国
」
と
い
う
異
界
を
舞
台
と
す
る
（
以
下
、「
伊
勢
兵
庫
」

と
略
称
）。
こ
の
話
は
、明
末
刊
の
唐
人
百
家
小
説
の
一
、『
五
朝
小
説
』

杜
陽
雑
編
「
処
士
元げ
ん
ぞ
う
き

蔵
幾
云
々
」
を
原
話
と
す
る
（
以
下
「
元
蔵
幾
」

と
略
称
）。

浅
井
了
意
は
、
原
話
「
元
蔵
幾
」
を
「
伊
勢
兵
庫
」
に
翻
案
す
る

際
、
原
話
の
中
国
の
海
上
仙
境
と
い
う
題
材
に
、
観
音
菩
薩
の
浄
土

と
さ
れ
る
補
陀
落
世
界
と
い
う
設
定
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
話
の

結
末
を
、
仙
境
を
探
索
し
た
伊
勢
兵
庫
頭
の
切
腹
と
い
う
設
定
に
書

き
換
え
て
い
る
。

そ
こ
で
了
意
が
中
国
の
異
界
訪
問
譚
を
ど
の
よ
う
に
日
本
化
し
た

の
か
に
つ
い
て
、
補
陀
落
世
界
に
近
い
と
い
う
「
滄
浪
の
国
」
の
場

所
の
設
定
、
そ
し
て
伊
勢
兵
庫
頭
の
切
腹
と
い
う
結
末
の
設
定
、
こ

の
二
点
を
糸
口
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

二　
「
滄
浪
の
国
」
と
補
陀
落
世
界

「
伊
勢
兵
庫
」
の
舞
台
は
伊
豆
の
国
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭

で
は
、
後
に
相
模
国
小
田
原
城
主
を
務
め
た
北
条
氏
康
が
登
場
し
、

家
臣
ら
を
前
に
伊
豆
の
七
島
の
一
、
八
丈
島
に
流
さ
れ
た
鎮
西
八
郎

為
朝
の
伝
説
を
語
る
。
そ
し
て
、
氏
康
が
、
誰
か
八
丈
島
に
赴
き
、

探
索
し
て
戻
る
者
は
い
な
い
か
と
尋
ね
る
と
、
家
臣
の
中
で
坂
見
岡

江
雪
や
伊
勢
兵
庫
頭⎠

1
⎝

が
名
乗
り
出
た
。

や
が
て
、
八
丈
島
に
辿
り
着
い
た
江
雪
が
探
索
を
終
え
、
伊
豆
に

戻
っ
た
と
い
う
簡
単
な
記
述
が
な
さ
れ
た
後
、
八
丈
島
を
目
指
し
て

『
伽
婢
子
』
の
異
界
譚

―
「
伊
勢
兵
庫
仙
境
に
到
る
」
の
翻
案
方
法
を
め
ぐ
っ
て
―

金　
　

慧
珍
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出
か
け
た
も
う
一
人
の
家
臣
、
伊
勢
兵
庫
頭
の
話
が
始
ま
る
。
伊
勢

兵
庫
頭
は
南
の
方
へ
と
吹
き
流
さ
れ
て
、
あ
る
島
に
漂
着
す
る
。

夜
る
ひ
る
の
さ
か
ひ
も
な
く
、
十
日
ば
か
り
行
け
れ
ば
、
風
す
こ

し
吹
よ
は
り
、
ひ
と
つ
の
島
に
な
が
れ
よ
り
た
り⎠

2
⎝

。

原
話
「
元
蔵
幾
」
で
は
、
遭
難
の
中
、
元
蔵
幾
だ
け
が
生
き
残
り
、

あ
る
島
に
辿
り
着
く
場
面
が
続
く
。

蔵
幾
独
リ
破
木
ノ
載
ス
ル
所
ト
為な

リ
テ
、
殆
ド
半
月
ヲ
経
テ

忽に
は
か

ニ
洲
島
ノ
間
ニ
達
ス⎠

3
⎝

。

原
話
の
「
半
月
」
に
対
応
す
る
「
伊
勢
兵
庫
」
の
「
十
日
」
か
ら

わ
か
る
よ
う
に
、
離
島
を
伊
豆
の
沖
よ
り
十
日
ほ
ど
で
着
く
こ
と
の

で
き
る
仙
境
に
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
国
で
は
な
く
日
本
か
ら

近
い
場
所
で
あ
る
こ
と
を
仄
め
か
し
て
い
る⎠

4
⎝

。

さ
て
、
岸
に
上
が
っ
た
伊
勢
兵
庫
頭
の
前
に
島
民
と
思
わ
れ
る
者

が
現
れ
、

此
人
（
島
民
―
―
稿
者
注
）
い
ふ
や
う
、「
こ
ゝ
を
ば
滄
浪
の
国
と

名
づ
く
。
日
本
の
地
よ
り
は
南
の
か
た
三
千
里
に
及
べ
り
。

と
い
う
。

こ
の
「
滄
浪
の
国
」
と
い
う
名
前
は
、
原
話
「
元
蔵
幾
」
の
対
応

す
る
場
面
で
、

洲
人
其
ノ
従
来
ヲ
問
ヒ
、
蔵
幾
具
（
つ
ぶ
さ
）
ニ
以
テ
告
グ
。

洲
人
ノ
曰
ク
、
此
ノ
方
（
と
こ
ろ
）
ハ
滄
浪
洲
ノ
中
ニ
シ
テ
中

国
ヲ
去
ル
コ
ト
已
ニ
数
万
里
ナ
リ
ト
。

と
、
島
民
が
「
滄
浪
洲
」
と
い
う
名
を
口
に
し
て
い
る
こ
と
に
基
づ

い
て
い
る
。「
伊
勢
兵
庫
」
の
仙
境
は
、
傍
線
部
の
中
に
、「
三
千
里
」

と
あ
り
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
大
陸
か
ら
数
万
里
離
れ
て
い
る
と

い
う
原
話
の
仙
境
に
比
べ
、「
伊
勢
兵
庫
」
の
仙
境
は
日
本
の
陸
地
に

近
く
な
っ
て
い
る
。

原
話
の
「
滄
浪
洲
」
と
い
う
島
は
、
中
国
の
海
上
仙
境
で
あ
る
十

洲
に
区
別
さ
れ
る
「
滄
海
島
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
十
洲
を
説
明

す
る
中
国
の
道
書
『
十じ
つ

洲し
ゆ
う
き記

』（
別
名
『
海か
い
だ
い内
十じ
つ

洲し
ゆ
う
き記
』）
の
「
聚し
ゆ
う
く
つ窟

洲し
ゆ
う
附
滄
海
島
」
の
条
に
詳
細
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

滄
海
島
。
在
北
海
中
。
地
方
三
千
里
。
去
岸
二
十
一
万
里
。
海

四
面
繞
島
。
各
広
二
千
里
。
水
皆
蒼
色
。
仙
人
謂
之
滄
海
也
。

島
上
倶
是
大
山
。
積
石
至
多
。
石
象
八
石
。
石
脳
石
桂
。
英
流

丹
黄
子
石
膽
之
輩
百
余
種
。
皆
生
於
島
石
。
服
之
神
仙
長
生
。

島
中
有
紫
石
宮
室
。
九
老
仙
都
所
治
。
仙
官
数
万
人
居
焉⎠

5
⎝

。

右
の
傍
線
部
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、滄
海
島
は
北
方
の
海
に
あ
り
、

そ
の
島
の
東
西
と
南
北
は
三
千
里
、
岸
か
ら
二
十
一
万
里
離
れ
て
い

る
と
す
る
。
前
掲
の
よ
う
に
、
原
話
「
元
蔵
幾
」
で
は
滄
浪
洲
に
つ

い
て
「
中
国
ヲ
去
ル
コ
ト
已
ニ
数
万
里
」
と
、
中
国
よ
り
数
万
里
離

れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
た
。
海
の
ど
の
方
角
で
あ
る
か
は
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、「
数
万
里
」
と
い
う
箇
所
は
、
こ
の
『
十
洲
記
』
の
「
去
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岸
二
十
一
万
里
」
の
箇
所
が
参
考
に
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
原
話
の
「
滄
浪
洲
」
の
描
写
は
、『
十
洲
記
』
を
は
じ
め
と
す

る
中
国
の
道
教
的
な
仙
境
を
描
い
た
道
書
に
よ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
伊
勢
兵
庫
頭
が
訪
れ
た
「
滄
浪
の
国
」
の
描
写
も
原
話
か
ら

の
影
響
で
、
道
教
的
な
仙
境
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
て
い
る⎠

6
⎝

。

と
こ
ろ
で
、「
伊
勢
兵
庫
」
で
は
、
原
話
「
元
蔵
幾
」
で
は
示
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
島
が
あ
る
方
角
を
、「
南
の
か
た
」
と
書
き
加
え
て
い

る
。『

十
洲
記
』
の
「
在
北
海
中
」
に
対
応
す
る
「
伊
勢
兵
庫
」
の
「
南

の
か
た
」
と
い
う
方
角
は
、
島
民
の
台
詞
中
、「
滄
浪
の
国
」
が
観
音

菩
薩
の
浄
土
と
さ
れ
る
補
陀
落
に
近
い
と
い
う
箇
所
と
関
連
す
る
。

こ
れ
よ
り
観
音
の
浄
土
補
陀
落
世
界
も
程
ち
か
し
。
い
に
し
へ

淳
和
天
皇
の
御
時
に
橘
の
皇
后
の
お
ほ
せ
に
よ
つ
て
、
恵
萼
僧

都
と
い
ふ
法
師
ば
か
り
こ
そ
、
か
の
補
陀
落
世
界
に
は
渡
り
け

れ
。
そ
の
つ
ゐ
で
に
此
島
に
ふ
ね
を
よ
せ
て
物
語
せ
ら
れ
し
と

聞
つ
た
へ
た
り
。

右
の
傍
線
部
の
よ
う
に
、
恵
萼
法
師
の
補
陀
落
渡
海
説
話
に
言
及

し
て
い
る
が
、
南
海
上
に
あ
る
と
さ
れ
る
補
陀
落
に
赴
い
た
恵
萼
法

師
と
「
伊
勢
兵
庫
」
の
話
を
関
連
さ
せ
る
た
め
、
滄
浪
の
国
を
「
南

の
か
た
」
に
あ
る
と
設
定
し
た
の
で
あ
る
。

恵
萼
法
師
は
、
橘
の
皇
后
（
橘
皇
太
后
が
正
し
い
。
檀
林
皇
后
と
も
︱

︱
稿
者
注
）
に
命
じ
ら
れ
入
唐
し
た
平
安
時
代
の
僧
で
あ
り
、
浅
井

了
意
著
『
阿
弥
陀
経
鼓く

吹す
い

』
巻
之
一
の
十
八
「
檀
林
皇
后
令
レ
示
二

知
ラ
人
之
不
浄
ヲ

一
」
に
こ
の
法
師
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

昔
本
朝
嵯
峨
天
皇
ノ

后キ
サ
キ
ヲ
バ
檀タ
ン

林
皇
后
ト
ゾ
申
シ
ケ
ル
。（
中
略
）
深
ク

無
常
ノ
理リ
ヲ
サ
ト
リ
後
世
ノ

営イ
ト
ナ
ミ
ニ
心
ヲ
傾
ケ
五
百
領
ノ
袈
裟
ヲ
手
ヅ
カ
ラ

裁タ
チ
ヌ
フ縫
テ
恵ヱ

ガ
ク萼

法
師
ノ
入ニ

ツ
タ
ウ唐
ス
ル
ニ
サ
シ
添ソ
ヘ
テ
育井

王ワ
ウ

山
ノ
僧
ニ
供
養
シ
ソ
ノ
外

常
ニ
三
宝
ヲ

貴タ
ツ
ト
ビ
法
華
経
ヲ
写
書
シ
諸
ノ
功
徳
ヲ
積ツ
ミ

善
根
ヲ
植
玉⎠

7
⎝

フ
。

こ
の
恵
萼
法
師
の
入
唐
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
元
亨
釈
書
』
巻

第
十
六
・
力
遊
九
の
三
○
五
「
唐
補
陀
落
寺
慧
萼
」
に
詳
細
が
見
ら

れ
る
。釈

慧
萼
、
斉
衡
ノ
初
応
シ
テ

二
橘
太
后
ノ
詔
ニ

一
齎
テ

レ
幣
ヲ
入
唐
、 

著
ク

二
登
莱
ノ
界
ニ

一
。
抵イ
タ
リ

二
雁
門
ニ

一
、
上
ル

二
五
台
ニ

一
。
漸
ク
届イ
タ
ル

二

杭
州
ノ
塩
官
県
ノ
霊
池
寺
ニ

一
。
謁
シ
テ

二
斉
安
禅
師
ニ

一
、
通
ス

二
橘

后
之
聘
ヲ

一
得
テ

二
義
空
長
老
ヲ

一
帰
ル
。
又
入
テ

二
支
那
ニ

一
、
重
テ 

登
ル

二
五
台
ニ

一
。
適
／
＼
於
テ

二
台
嶺
ニ

一
、
感
ス

二
観
世
音
ノ
像
ヲ

一
。

遂
ニ
以
二
大
中
十
二
年
ヲ

一
、
抱
レ
像
ヲ
道
シ
テ

二
四
明
ニ

一
帰
ル

二
本 

邦
ニ

一
。
舶
過
テ

二
補
陀
之
海
浜
ヲ

一
、
附
二
著
ス
石
上
ニ

一
不
レ
得
レ 

進
コ
ト
ヲ
。
舟
人
思
テ

二
載
物
ノ
重
キ
コ
ト
ヲ

一
、
屡
／
＼
上
ク

二
諸
物
ヲ

一
、

舶
著
ク
コ
ト
如
レ
元
ノ
。
及
テ

二
像
出
ル
ニ

一
舶
能
ク
泛
フ
。
萼
度
リ

三
像
ノ

止
コ
ト
ヲ

二
此
ノ
地
ニ

一
、
不
レ
忍
ヒ

二
棄
去
ル
ニ

一
。
哀
慕
シ
テ
留
ル
。
結
テ

二

盧
ヲ
海
嶠
ニ

一
、
以
奉
ス

レ
像
ヲ
漸
ク
成
ス

二
宝
坊
ヲ

一
。
号
二
補
陀
落
山
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寺
ト

一
。
今
為タ
リ

二
禅
刹
之
名
藍
一
。
以
レ
萼
ヲ
為
ス
ト

二
開
山
祖
ト

一

云⎠
8
⎝

。

右
の
傍
線
部
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
橘
皇
太
后
の
命
で
入
唐
し
た

恵
萼
法
師
が
、
中
国
の
五
台
山
に
登
り
、
そ
こ
で
観
音
像
を
得
、
の

ち
四
明
（
明
州
︱
︱
稿
者
注
）
を
通
っ
て
日
本
に
帰
国
す
る
途
中
で
こ

の
像
と
一
緒
に
留
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
、
補ふ

陀だ

落ら
く

山さ
ん

寺
と
な
っ
た
と
い

う
、
唐
補
陀
落
山
寺
の
開
山
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

補
陀
落
山
と
は
、
中
国
の
山
西
省
所
在
の
昌
国
県
の
東
海
に
あ
る

と
さ
れ
る
普ふ

陀だ

山さ
ん

を
意
味
す
る⎠

9
⎝

。

中
国
で
普
陀
山
は
、「
補ふ

陀だ

洛ら
く

伽か

山さ
ん

」「
洛ら
く

伽か

山さ
ん

」
と
も
呼
ば
れ
、

観
音
の
浄
土
で
あ
る
補
陀
落
世
界
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。

ま
た
、
補
陀
落
山
寺
は
、
明
の
周
応
濱
撰
『
重
修
普
陀
山
志
』
に
、

「
補
陀
洛
伽
山
在
昌
国

東
海
中
」「
洛
伽
山
千
二
百
菩
薩
所
住
（
中
略
）
此
自
梁

恵
鍔
（
鍔
は
萼
の
誤
り
︱
︱
稿
者
注
）
後
大
者
興
建
（
中
略
）
梁
恵
鍔

日
本
僧
首

創
観
音
院
」
と⎠

₁₀
⎝

、
普
陀
山
寺
は
東
海
中
に
あ
っ
て
、
日
本
の
恵
萼
法
師

に
よ
っ
て
開
か
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

前
掲
の
『
元
亨
釈
書
』
に
お
け
る
唐
の
補
陀
落
山
寺
に
ま
つ
わ
る

恵
萼
法
師
の
逸
話
は
、『
仏
祖
統
紀
』
巻
四
十
二
に
よ
っ
た
と
こ
ろ
が

多
い
。
以
下
、
本
文
を
挙
げ
る
。

日
本
国
娑
門
慧
鍔
、
礼
五
台
山
得
観
音
像
。
道
四
明
将
帰
国
。

舟
過
補
陀
山
、
附
著
石
上
不
得
進
。
衆
怖
祈
之
曰
、
若
尊
像
於

海
東
機
縁
未
熟
、
請
留
此
山
。
舟
即
浮
動
。
鍔
哀
慕
不
能
去
。

乃
結
盧
海
上
以
奉
之
。（
中
略
）乃
迎
至
補
陀
山
。
山
在
大
海
中
、

去
郡
城
東
南
水
道
六
百
里
（
以
下
略⎠

₁₁
⎝

）。

『
仏
祖
統
紀
』
で
は
、
右
の
傍
線
部
を
中
心
に
み
る
と
、
恵
萼
法
師

が
五
台
山
へ
の
巡
礼
を
終
え
、
そ
こ
で
得
た
観
音
像
を
持
ち
故
郷
に

戻
る
途
中
、
普
陀
山
附
近
で
船
が
岩
に
乗
り
上
げ
た
ま
ま
動
か
な
か

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
恐
れ
た
人
々
が
観
音
像
に
向
っ
て
祈
り
、「
も
し

尊
像
が
海
東
へ
ゆ
く
機
縁
が
熟
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
山

に
お
留
ま
り
あ
れ
」
と
言
っ
て
観
音
像
を
山
に
置
く
と
船
が
動
き
出

し
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
補
陀
落
山
寺
開
山
の
由
来
譚
と
な

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
伊
勢
兵
庫
頭
は
八
丈
島
探
索
に
向
か
う
途
中
、
南
海

上
で
漂
流
し
て
い
る
。
南
海
は
、
昔
、
遣
唐
使
が
日
本
か
ら
唐
に
向

か
っ
た
際
に
、
使
っ
て
い
た
海
路
で
あ
っ
た
。

遣
唐
使
が
最
初
使
用
し
た
航
路
は
朝
鮮
半
島
沿
い
を
経
由
し
て
中

国
に
着
く
北
路
で
あ
っ
た
が
、
新
羅
の
台
頭
に
よ
っ
て
徐
々
に
南
路

へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
南
路
は
、
暗
礁
が
多
い
上
に
海
の

流
れ
も
激
し
い
た
め
、
風
向
き
が
良
け
れ
ば
目
的
地
ま
で
の
時
間
が

短
縮
で
き
る
が
、
悪
け
れ
ば
遭
難
し
や
す
い
と
い
う
特
徴
を
持
つ⎠

₁₂
⎝

。

実
際
に
、
前
述
の
恵
萼
法
師
の
逸
話
に
は
、
一
行
の
船
は
遭
難
し
、

そ
の
遭
難
の
地
が
観
音
信
仰
の
霊
場
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お



－163－

り
、
一
方
、「
伊
勢
兵
庫
」
の
話
で
は
、
南
海
で
漂
流
し
た
伊
勢
兵
庫

頭
が
、
辿
り
着
い
た
場
所
が
、
観
音
浄
土
に
近
い
と
こ
ろ
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、恵
萼
法
師
の
補
陀
落
渡
海
の
逸
話
と
「
伊
勢
兵
庫
」

に
お
け
る
主
人
公
の
伊
勢
兵
庫
頭
の
漂
流
の
話
は
、
共
に
補
陀
落
信

仰
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
が
共
通
し
、
ま
た
、
伊
勢
兵
庫
頭
が
、
こ
の

暗
礁
の
多
い
南
海
上
で
漂
流
す
る
の
は
、
南
の
航
路
が
遭
難
し
や
す

か
っ
た
と
い
う
歴
史
的
な
事
実
と
、
偶
然
で
は
あ
ろ
う
が
一
致
し
て

い
る
。三　

補
陀
落
世
界
と
常
世
の
国

以
下
で
は
話
の
結
び
に
お
い
て
、
原
話
の
元
蔵
幾
が
神
通
力
を
駆

使
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
結
末
が
、
伊
勢
兵
庫
頭
の
切
腹
と
い

う
結
末
に
書
き
換
え
ら
れ
た
意
味
に
つ
い
て
、
近
世
に
お
け
る
補
陀

落
渡
海
の
意
味
と
関
連
さ
せ
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

話
は
後
半
に
さ
し
か
か
る
。
さ
て
、
仙
境
に
赴
い
た
時
よ
り
遥
か

に
早
く
伊
豆
の
国
に
着
い
た
伊
勢
兵
庫
頭
だ
っ
た
が
、
主
君
氏
康
は

す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。

舟
よ
り
あ
が
り
て
ま
づ
城
中
に
ま
い
り
し
か
ば
、
氏
康
は
は
や

病
死
あ
り
。
氏
政
世
を
と
り
て
、
国
家
を
お
さ
め
ら
る
。

史
実
で
は
、
氏
康
の
子
の
氏
政
が
家
督
を
継
い
だ
の
は
永
禄
二
年

（
一
五
五
九
）
十
二
月
、氏
康
が
病
没
し
た
の
は
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）

十
月
で
あ
る
（
と
も
に
『
国
史
大
辞
典
』）。
本
話
で
伊
勢
兵
庫
頭
が
伊

豆
の
国
に
戻
っ
た
時
期
は
、
氏
政
の
治
世
に
な
っ
て
か
ら
ど
れ
く
ら

い
経
っ
て
い
る
の
か
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
か
な
り
長
い
時
間
が

経
過
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
原
話
で
は
、
元
蔵
幾
が
故

郷
に
戻
る
と
唐
王
朝
に
変
っ
て
お
り
、
貞
元
の
年
号
に
な
っ
て
い
た

と
す
る
。

旬
日
ナ
ラ
ズ
シ
テ
即
（
す
ぐ
）
ニ
東
萊
ニ
達
シ
、
其
ノ
国
ヲ
問

ヘ
バ
乃
チ
皇
（
み
か
ど
）
ハ
唐
也
。
年
号
ヲ
詢
（
た
づ
）
ヌ
レ
バ
、

則
チ
貞
元
也
。
郷
里
ヲ
訪
（
と
ぶ
ら
）
ヘ
バ
、
則
チ
榛
蕪
（
＝

荒
蕪
）
タ
リ
。
子
孫
ヲ
追
（
も
と
む
）
レ
バ
皆
疎
属
（
＝
遠
縁
）
也
。

隋
ノ
大
業
元
年
自
（
よ
）
リ
貞
元
末
ニ
至
ル
マ
デ
、
二
百
年
ニ

殆
（
ち
か
）
シ
。

元
蔵
幾
が
仙
境
に
漂
流
し
た
頃
が
隋
王
朝
の
大
業
元
年
で
あ
っ
た

の
で
、
二
百
年
近
く
が
過
ぎ
て
い
た
と
あ
る
。
伊
勢
兵
庫
頭
が
仙
境

で
過
し
た
月
日
は
、
原
話
で
の
歳
月
よ
り
遥
か
に
短
い
は
ず
で
あ
る

が
、
そ
れ
で
も
仙
境
の
時
間
は
こ
の
世
の
時
間
よ
り
遥
か
に
早
く
流

れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
そ
の
あ
と
に
は
、
主
君
氏
康
の
死
を
知
っ
た
伊
勢
兵
庫
頭

が
嘆
き
悲
し
む
場
面
が
続
く
。

兵
庫
大
に
歎
き
か
な
し
み
、
涙
と
ゝ
も
に
か
の
島
の
物
が
た
り

し
て
、「
む
か
し
垂
仁
天
皇
は
田た

道み
ち

の
間ま

守も
り

に
仰
せ
て
常
世
の
国
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に
つ
か
は
し
、
香か
く
の
み菓

を
も
と
め
給
ひ
し
、
こ
れ
今
の
橘
な
り
。

す
で
に
と
り
て
帰
り
し
か
ば
、
帝
は
は
や
崩
御
ま
し
ま
す
。
間

守
大
に
な
げ
き
か
な
し
み
「
わ
が
心
ざ
し
の
い
た
ら
ぬ
故
也
」

と
て
、な
き
死
侍
べ
り
と
い
ふ
。氏
康
す
で
に
病
死
あ
り
て
た
ゞ

今
か
へ
り
来
る
事
、
こ
れ
心
ざ
し
を
う
し
な
ふ
な
り
」
と
て
、

腹
き
つ
て
死
た
り
。

話
は
伊
勢
兵
庫
頭
が
切
腹
し
た
と
し
て
結
ば
れ
て
い
る
が
、
彼
の

言
葉
の
中
に
出
て
い
る
「
常
世
の
国
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。『
日

本
書
紀
』
巻
第
六
・
垂
仁
記
に
、
垂
仁
天
皇
の
命
で
常
世
の
国
に
赴

い
た
田た

道ぢ

間ま

守も
り

の
話
が
載
っ
て
い
る
。

九
十
年
春
二
月
庚
子
朔
。
天
皇
命ミ

コ
テ

二
田タ

ヂ
マ
モ
リ

道
間
守
ニ

一
。
遣
テ

二
常
世

国
ニ

一
。
令
レ
求
二

非ト
キ
ジ
ク
ノ
カ
ク
ノ

時
香
菓ミ
ヲ

一
。
香
菓
（
キ
ヤ
ウ
）

此
云
箇
。
倶
能
未
今
謂
レ
橘
ト
是
也
。

九
十
九
年
秋
七
月
戌
午
朔
。
天
皇
崩
ジ
テ

二
於
纏
向
宮
ニ

一
。
時ヨ
ト
シ年

百
モ
ヽ
ア
マ
リ

四ヨ

十ソ

歳ヂ

。（
中
略
）
明
ク
ル
年
春
三
月
辛
未
朔
壬
午
。
田
道
間
守

至
レ
リ

レ
自
二
常
世
国
一
。
則
賚
モ
チ
マ
デ
イ
タ
ル
モ
ノ

物
也
非ト
キ
ジ
ク
ノ
カ
ク
ミ

時
香
菓
。（
中
略
）
田
道

間
守
。
於
是
。
泣イ
サ
チ悲
テ
歎
テ
之
曰
。
受
ウ
ケ
タ
チ
テ

二

命
オ
ホ
ム
コ
ト
ヲ
天ミ

朝カ
ド
ニ

一
（
中
略
）

得
二
還カ

ヘ
リ

来
マ
ウ
ク
ル
コ
ト

一
。
今
天
皇
。
既
ニ
崩
テ
不
レ
得
二

復
カ
ヘ
リ
コ
ト
申
コ
ト

命
一
。⎠

₁₃
⎝

右
の
傍
線
部
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
田
道
間
守
が
仙
境
の
香
果
で

あ
る
橘
の
実
を
取
っ
て
故
郷
に
戻
る
と
、
す
で
に
天
皇
は
亡
く
な
っ

て
い
た
と
す
る
。
す
な
わ
ち
伊
勢
兵
庫
頭
が
仙
境
の
珍
品
を
得
て
伊

豆
に
戻
る
と
、
主
君
氏
康
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
垂
仁

記
に
書
か
れ
た
田
道
間
守
の
話
を
利
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従

来
、
常
世
の
国
は
、
死
後
赴
く
国
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
。
例
え

ば
、『
古
事
記
』
上
巻
に
は
、
大
国
主
の
国
造
り
の
く
だ
り
で
、
少
彦

名
神
が
国
を
固
め
た
後
、
常
世
の
国
に
渡
っ
た
と
あ
る⎠

₁₄
⎝

。
ま
た
、『
日

本
書
紀
』「
雄
略
天
皇
二
十
二
年
」
や
、『
万
葉
集
』
巻
九
「
詠
水
江

浦
島
子
一
首
並
短
歌
」
に
は
、
浦
島
子
が
赴
い
た
場
所
を
常
世
の
国

と
し
て
お
り
、
死
の
国
で
あ
る
と
す
る⎠

₁₅
⎝

。
こ
の
よ
う
に
、
常
世
の
国

は
死
の
国
で
あ
る
。

原
話
で
は
、
そ
の
後
の
元
蔵
幾
が
霊
鳥
を
操
る
な
ど
神
通
力
を
駆

使
し
た
こ
と
が
描
か
れ
て
お
り
、「
伊
勢
兵
庫
」
の
結
末
は
原
話
と
は

か
け
離
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
こ
の
伊
勢
兵
庫
頭
の
死
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か

に
つ
い
て
補
陀
落
渡
海
を
手
掛
か
り
に
考
え
た
い
。

近
世
に
お
け
る
補
陀
落
渡
海
は
、
十
一
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
か

け
て
は
、
補
陀
落
世
界
を
こ
の
世
に
あ
る
も
の
と
し
て
生
き
た
ま
ま

小
船
に
乗
っ
て
到
達
し
よ
う
と
し
た
。
十
六
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
に

か
け
て
は
、
補
陀
落
世
界
を
あ
の
世
に
あ
る
も
の
と
し
て
入
水
に
よ

っ
て
浄
土
往
生
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。

前
者
が
本
来
の
補
陀
落
渡
海
の
姿
で
、
こ
れ
に
死
の
意
味
が
与
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
後
者
へ
と
変
質
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る⎠

₁₆
⎝

。

五
来
重
に
よ
れ
ば
、
古
来
日
本
に
は
死
者
を
生
き
て
い
る
よ
う
に
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し
て
葬
る
儀
礼
が
あ
り
、こ
れ
に
は
再
生
信
仰
が
関
与
す
る
と
い
う
。

補
陀
落
渡
海
形
式
で
の
水
葬
（
死
者
を
生
き
て
い
る
よ
う
に
し
て
葬
る
形

︱
︱
稿
者
注
）
も
死
者
が
再
生
し
て
現
世
に
帰
っ
た
り
、
浄
土
へ
行

く
と
信
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
指
摘
す
る⎠

₁₇
⎝

。

補
陀
落
世
界
や
渡
海
は
、
死
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。「
伊
勢
兵
庫
」
の
主
人
公
の
死
も
ま
た
、
補
陀
落
渡
海
に
お
け

る
浄
土
に
向
け
て
の
往
生
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
補
陀
落
世
界
も
死
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、常
世
の
国
と
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

話
の
前
半
で
滄
浪
の
国
が
観
音
の
浄
土
と
さ
れ
る
補
陀
落
世
界
に
近

い
と
こ
ろ
と
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
行
っ
て
き
た
伊
勢
兵
庫
頭

が
死
を
選
ん
だ
と
き
に
常
世
の
国
の
話
が
持
ち
出
さ
れ
る
の
は
、
作

者
が
、
死
の
イ
メ
ー
ジ
を
媒
介
に
し
て
、
補
陀
落
世
界
と
常
世
の
国

を
重
ね
よ
う
と
し
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、

伊
勢
兵
庫
頭
の
死
に
は
、
日
本
古
来
の
常
世
信
仰
と
外
来
の
補
陀
落

信
仰
の
習
合
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
れ
は
了
意
の
完

全
な
独
創
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
古
事
記
』
や
、『
日
本

書
紀
』、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
死
者
の
国
と
し
て
の
常
世
の
国
の
記

述
や
、
そ
し
て
『
華
厳
経
』「
入
法
界
品
」
や⎠

₁₈
⎝

、『
法
華
経
』「
普
門

品⎠
₁₉
⎝

」
な
ど
の
仏
典
に
お
け
る
、
人
々
が
死
後
ゆ
く
こ
と
を
求
め
る
浄

土
と
し
て
の
補
陀
落
世
界
に
つ
い
て
の
描
写
は
、
こ
う
し
た
思
想
が

中
世
の
民
衆
に
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

だ
が
、こ
れ
を
小
説
の
上
で
書
い
た
の
は
了
意
が
初
め
て
で
あ
る
。

補
陀
落
は
死
ん
で
そ
こ
に
赴
く
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
伊
勢
兵
庫
頭

は
、
補
陀
落
に
行
っ
て
か
ら
死
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
順
序
が
逆

で
は
あ
る
が
、
結
局
は
補
陀
落
渡
海
の
一
種
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。四　

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、「
伊
勢
兵
庫
」
を
取
り
上
げ
、原
話
で
あ
る
「
元
蔵
幾
」

を
日
本
の
話
に
翻
案
す
る
際
に
用
い
た
方
法
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

し
た
。

了
意
は
、原
話
「
元
蔵
幾
」
の
仙
境
で
あ
る
十
洲
の
一
「
滄
浪
洲
」

を
、
恵
萼
法
師
の
補
陀
落
山
寺
開
山
の
逸
話
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
南

海
に
あ
る
、
観
音
の
浄
土
と
さ
れ
る
補
陀
落
世
界
に
近
い
離
島
「
滄

浪
の
国
」
に
漂
流
し
た
伊
勢
兵
庫
頭
の
話
に
改
め
た
。

そ
し
て
、
伊
勢
兵
庫
頭
の
切
腹
と
い
う
結
末
に
は
、
浄
土
往
生
と

し
て
の
補
陀
落
渡
海
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
死
の
イ
メ

ー
ジ
を
媒
と
し
て
、
東
方
の
他
界
と
さ
れ
る
常
世
の
国
が
補
陀
落
に

重
ね
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
補
陀
落
の
常
世
化
と
い
え
る
。

「
伊
勢
兵
庫
」
に
お
い
て
、
主
人
公
が
訪
れ
た
「
滄
浪
の
国
」
に
、

道
教
的
な
仙
境
と
仏
教
的
な
補
陀
落
世
界
、
さ
ら
に
は
、
記
紀
神
話
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の
常
世
の
国
と
、
三
つ
の
異
郷
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と

が
了
意
の
趣
向
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

︻
注
︼

（
１
）
坂
見
岡
江
雪
は
、
北
条
氏
直
の
家
臣
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
板
部

岡
融
成
（
号
は
江
雪
）
か
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
伊
勢
兵
庫

頭
に
つ
い
て
は
、松
田
修
・
渡
辺
守
邦
・
花
田
富
二
夫
校
注
『
伽
婢
子
』

（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
七
五
、岩
波
書
店
、二
○
○
一
年
）の
脚
注（
一

五
一
頁
脚
注
二
、
同
頁
脚
注
一
）
で
は
伊
勢
氏
系
譜
に
言
及
し
、
伊

勢
貞
孝
（
？
～
永
禄
五
年
︿
一
五
六
二
﹀、伊
勢
貞
為
（
永
禄
二
年
︿
一

五
五
九
﹀～
慶
長
十
四
年︿
一
六
○
九
﹀）の
二
人
の
ほ
か
、伊
勢
氏
代
々

の
多
く
が
兵
庫
頭
を
歴
任
し
て
い
る
の
で
特
定
が
む
ず
か
し
い
と
し

て
い
る
。「
伊
勢
氏
系
譜
」（『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
八
巻
所
収
、

続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
四
年
）
を
見
る
に
、
右
の
脚
注
の
指
摘

通
り
、
右
記
の
二
人
以
外
、
貞
親
、
貞
陸
、
貞
忠
な
ど
兵
庫
頭
を
名

乗
っ
た
者
は
多
数
み
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
氏
康
と
時
代
的
に
ず
れ

が
あ
る
。

（
2
）
本
文
引
用
は
、
注
1
の
前
掲
松
田
修
ほ
か
校
注
『
伽
婢
子
』
に
よ
る
。

以
下
『
伽
婢
子
』
の
引
用
は
同
じ
。

（
3
）『
五
朝
小
説
』の
引
用
は
、渡
辺
守
邦「『
五
朝
小
説
』と『
伽
婢
子
』（
一
）」

（『
実
践
国
文
学
』
第
七
◯
巻
、
二
○
○
六
年
十
月
）
の
書
き
下
し
に

よ
る
。
以
下
『
五
朝
小
説
』
の
引
用
に
つ
い
て
は
同
じ
。

（
4
）『
北
条
五
代
記
』
四
十
六
「
八
丈
嶋
へ
渡
海
の
事
」
に
「
聞
し
は
今
、

愚
老
伊
豆
の
国
下
田
と
云
在
所
へ
行
た
り
け
る
に
、
里
人
語
し
は
「
是

よ
り
南
海
は
る
か
に
へ
だ
て
、
八
丈
島
あ
り
。
此
島
は
日
本
の
地
よ

り
も
唐
国
へ
近
く
覚
た
り
。（
中
略
）
然
共
此
島
を
も
ろ
こ
し
に
て
は

い
ま
だ
し
ら
ず
。
北
条
早
雲
の
時
代
、
関
東
よ
り
此
島
を
見
出
し
、

伊
豆
の
国
の
内
に
入
た
り
。
北
条
氏
直
時
代
迄
は
、
三
年
に
一
度
、

伊
豆
の
国
下
田
よ
り
渡
海
あ
る
に
、（
以
下
略
）」
と
あ
る
の
で
、
浅
井

了
意
は
こ
れ
を
参
考
に
し
て
滄
浪
の
国
の
位
置
を
設
定
し
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。（
萩
原
龍
夫
校
注
『
北
条
史
料
集
』
第
二
期
戦

国
史
料
叢
書
一
、
人
物
往
来
社
、
昭
和
四
十
一
年
、
本
書
の
底
本
は
、

寛
永
十
八
年
刊
本
）

（
5
）
東
方
朔
著
『
海
内
十
洲
記
・
神
異
経
』（
説
庫
第
一
冊
、
王
文
濡
編
輯
、

文
明
書
局
、
一
九
一
五
年
）。
東
方
朔
は
、
生
没
年
未
詳
。
前
漢
の
武

帝
に
仕
え
た
人
物
。
本
書
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
魏
晋
の
頃
と

す
る
説
と
六
朝
期
と
す
る
説
（
東
方
朔
説
を
否
定
す
る
説
に
あ
た
る
）

な
ど
諸
説
が
あ
る
（
前
掲
書
の
解
説
）。

（
6
）
例
え
ば
、「
伊
勢
兵
庫
」
に
お
け
る
「
滄
浪
の
国
」
の
仙
人
の
住
処
や

珍
品
な
ど
の
描
写
で
あ
る
、「
金
闕
・
銀
台
・
玉
楼
・
紫
閣
」「
九
節
の

菖
蒲
酒
、
碧
桃
の
花
蘂
酒
」「
碧
瑠
璃
の
色
を
あ
ざ
む
く
棗
、
秦
珊
瑚

の
ひ
か
り
を
う
つ
す
栗
」
は
、「
元
蔵
幾
」
の
「
金
闕
・
銀
台
・
玉
楼
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紫
閣
」「
菖
蒲
酒
、
桃
花
酒
」「
碧
棗
、
丹
栗
」
と
い
う
仙
境
の
描
写

に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
7
）
浅
井
了
意
『
阿
弥
陀
経
鼓
吹
』（
浅
井
了
意
全
集
仏
書
編
一
、岩
田
書
院
、

二
○
○
八
年
）

（
8
）
虎
関
師
錬
撰
『
元
亨
釈
書
』
三
十
巻
。
引
用
は
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）

跋
の
版
本
に
よ
る
。

（
9
）
寺
島
良
安
編
『
和
漢
三
才
図
会
』「
普
陀
山
」
項
（
大
坂
：
杏
林
堂
、

正
徳
五
年
跋
）
参
照
。

（
10
）（
明
）
周
応
濱
撰
『
重
修
普
陀
山
志
』
六
巻
（
中
国
仏
寺
史
志
彙
刊
第

一
輯
、
第
九
冊
、
明
文
書
局
印
行
、
一
九
八
○
年
、
原
版
：
国
立
中

央
図
書
館
所
蔵
・
明
万
暦
三
︿
一
六
○
七
﹀
年
太
監
張
随
刊
本
）。
引

用
文
中
の
「
梁
恵
鍔
」
の
梁
は
、同
書
（
普
陀
山
の
開
山
逸
話
）
の
「
梁

貞
明
二
年
、
日
本
僧
恵
萼
得
観
音
相
於
五
台
山
（
以
下
略
）」
か
ら
、

そ
の
年
号
を
付
け
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
恵
萼
法
師
の
唐
補

陀
落
山
寺
開
山
逸
話
に
お
け
る
史
料
に
つ
い
て
は
、
陳
翀
「
中
国
の

観
音
霊
場
「
普
陀
山
」
と
日
本
僧
慧
萼
」（
東
ア
ジ
ア
地
域
間
交
流
研

究
会
編
『
か
ら
船
往
来
―
日
本
を
育
て
た
ひ
と
ふ
ね
ま
ち
こ
こ
ろ
』

中
国
書
店
、
二
○
○
九
年
）
に
拠
っ
た
と
こ
ろ
が
多
い
。

（
11
）（
宋
釋
）
志
磐
撰
『
仏
祖
統
紀
』
巻
四
十
二
（
大
日
本
続
蔵
経
、
前
田

慧
雲
編；

第
一
輯
第
二
編
乙
第
四
套
第
一─

三
冊
、
蔵
経
書
院
、
一
九

一
○
年
）

（
12
）
注
10
の
陳
翀
の
前
掲
論
文
「
中
国
の
観
音
霊
場
「
普
陀
山
」
と
日
本

僧
慧
萼
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
早
期
遣
唐
使
が
採
用
し
た
航
路
は
、

一
般
に
北
路
と
称
し
、
朝
鮮
半
島
沿
い
を
経
由
し
て
中
国
の
山
東
半

島
の
登
州
・
莱
州
な
ど
に
上
陸
す
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。（
中
略
）
南
路

と
は
、
博
多
を
出
て
か
ら
、
五
島
列
島
へ
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
東
シ

ナ
海
を
横
断
し
、
舟
山
群
島
を
経
由
し
て
杭
州
湾
に
入
り
、
寧
波
に

上
陸
す
る
航
路
で
あ
る
。
こ
の
航
路
に
お
い
て
は
、
季
節
風
を
う
ま

く
利
用
す
れ
ば
、
三
日
間
か
ら
一
週
間
ま
で
の
短
い
時
間
で
東
シ
ナ

海
を
横
断
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
、
帆
の
操
縦
を

一
歩
間
違
え
れ
ば
、
船
は
杭
州
湾
よ
り
南
の
地
域
に
流
さ
れ
る
危
険

が
あ
り
、
ま
た
、
舟
山
群
島
で
は
、
暗
礁
が
多
い
上
、
海
流
の
流
れ

も
複
雑
で
あ
る
」。

（
13
）『
日
本
書
紀
』
巻
第
六
「
垂
仁
記
」（
清
原
国
賢
校
訂
、慶
長
十
五
年
跋
、

無
刊
記
版
）

（
14
）
太
安
万
呂
撰
録
『
古
事
記
』
上
巻
（
風
月
宗
智
版
、
寛
永
二
十
一
年
）。

原
文
は
以
下
に
記
す
。 

 

「（
前
略
）
作
二
堅
此
国
一
然
後
者
其ソ
ノ

少
名
毘
古
那
ノ
神
者
度ワ
タ
リ

二
于
常
世
国
一

也
」。

（
15
）
浦
島
子
伝
承
に
つ
い
て
、『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
四
「
雄
略
天
皇
二
十

二
年
」（
引
用
は
前
掲
注
13
の
版
本
）
に
は
、「（
前
略
）
浦
嶋
ノ
子
感
タ
ケ
リ
テ

以
為
婦
ニ
相
逐
シ
タ
ガ
ヒ
テ

入
ヌ
海
ニ
到
テ

蓬ト
コ
ヨ
ノ
ク
ニ莱
山
ニ

歴メ
グ
リ

観ミ
ル

仙ヒ
ジ

衆リ
ヲ

」
と
あ
り
、『
万
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葉
集
』
巻
九
「
詠
水
江
浦
島
子
一
首
並
短
歌
」（
安
田
十
兵
衛
版
、
寛

永
二
十
年
）
に
は
、「（
前
略
）
白シ
ラ
ク
モ
ノ
ハ
コ
ヨ
リ
イ
デ
ヽ
ト
コ
ヨ

雲
之
自
箱
出
而
常
世
辺べ
ニ
タ
ナ
ビ
キ
ヌ
㆑
バ

棚
引
去
者
（
中

略
）
黒ク
ロ
カ
リ
シ
カ
ミ

有
之
髪
毛モ
シ
ラ
ケ
ヌ

白
班
奴
由ユ

ナ

ユ

ナ

ハ

奈
由
奈
波
気イ
キ
タ
へ

左
倍
絶タ
エ
テ
ノ
チ
ツ
井
ニ

而
後
遂
寿イ
ノ
チ

死シ
ニ
ケ
ル

祁
流

水ス
ミ
ノ
エ
ノ
ウ
ラ

江
之
浦
島シ
マ
ノ
コ
カ
イ
ヘ
ト
コ
匕
ミ
ム

子
之
家
地
見
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）
神
野
富
一
『
補
陀
洛
信
仰
の
研
究
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
二
◯
一
◯
年
）

参
照
。

（
17
）
五
来
重
（
五
来
重
『
続
仏
教
と
民
俗
』
角
川
選
書
九
九
、
角
川
書
店
、

一
九
七
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
死
者
を
生
き
て
い
る
よ
う
に
し
て
葬
る

儀
礼
は
、
実
際
に
死
ん
だ
僧
を
船
に
乗
せ
て
水
葬
す
る
形
を
取
る
補

陀
落
渡
海
が
そ
の
例
で
あ
る
と
い
う
。
棺
を
海
岸
ま
で
運
ぶ
と
き
、

大
鳥
居
ま
で
は
生
き
て
い
る
人
に
話
す
よ
う
に
言
葉
を
か
け
な
が
ら

行
く
が
、
大
鳥
居
を
出
る
と
同
時
に
念
仏
に
変
わ
る
葬
式
の
形
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
霊
地
内
で
は
極
度
に
死
穢
を
き
ら
う
理
由
か
ら
で
あ

る
と
い
う
。

（
18
）『
大
方
広
仏
華
厳
経
』「
入
法
界
品
」
で
は
、
補
怛
洛
迦
（
補
陀
落
世

界
の
こ
と
︱
︱
稿
者
注
）
に
つ
い
て
「
善
男
子
。
我
唯
得
此
菩
薩
（
観

自
在
。観
世
音
の
別
称
︱
︱
稿
者
注
）所
得
不
般
涅
槃
際
解
脱
。（
中
略
）

善
男
子
。
於
此
南
方
（
死
後
解
脱
す
る
場
所
︱
︱
稿
者
注
）。
有
山
。

名
補
怛
洛
迦
。
彼
有
菩
薩
。
名
観
自
在
」
と
い
い
、
南
海
の
彼
方
に
あ

る
観
音
菩
薩
の
浄
土
、
つ
ま
り
死
後
ゆ
く
場
所
と
し
て
い
る
（
引
用

は
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
十
巻
三
六
六
頁
に
よ
る
）。

（
19
）『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
八
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
」
で
は
、「
世

尊
観
世
音
菩
薩
以
何
因
縁
名
観
世
音
。
仏
告
無
尽
意
菩
薩
。
善
男
子
。

若
有
無
量
百
千
萬
億
衆
生
受
諸
苦
悩
。聞
是
観
世
音
菩
薩
。一
心
称
名
。

観
世
音
菩
薩
。
即
時
観
其
音
声
。
皆
得
解
脱
」（
引
用
は
大
正
新
脩
大

蔵
経
第
九
巻
五
六
頁
に
よ
る
）
と
、
補
陀
落
世
界
で
は
、
観
世
音
の

名
を
唱
え
る
と
解
脱
で
き
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
観
音
の
浄
土
で
あ

る
補
陀
落
は
、
苦
し
ん
で
い
る
人
々
が
、
救
済
を
求
め
死
後
赴
く
場

所
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

﹇
付
記
﹈
本
稿
は
、
平
成
二
十
八
年
度
六
月
二
十
六
日
第
三
十
六
回
日
本
文

学
協
会
研
究
発
表
大
会
（
於
岩
手
県
立
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表

の
原
稿
を
基
に
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
口
頭
発
表
の
際
に
御
教
示

を
賜
っ
た
諸
先
生
方
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。


